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法政大学国際日本学研究所（HIJAS）が 2022 年度に行った主催事業、研究会、

共催事業などの概要は以下の通りであった。

各詳細については、HIJAS のウェブサイト（https://hijas.hosei.ac.jp/）に掲

載されている。

Ⅰ　第８回ヨーゼフ ･クライナー博士記念・法政大学国際日本学賞

本賞はヨーロッパを代表する日本研究者であり、法政大学国際日本学研究

所（HIJAS）の設立以来、その発展に貢献してきたヨーゼフ ･ クライナー博士

の功績を称え、海外の若手日本研究者の活動を奨励する目的で HIJAS が 2014

年に創設したものである。

第８回については、厳正なる審査の結果、該当者はなかった。

第９回については、2023 年 7 月 31 日（月）を締め切りとして、募集を行っ

ている。

Ⅱ　研究会

私ども法政大学国際日本学研究所は、文部科学省 21 世紀 COE プログラム

に「日本発信の国際日本学の構築」が、文部科学省私立大学学術研究高度化

推進事業（学術フロンティア推進事業）に「日本学の総合的研究」が同時に

採択された 2002 年に設立された。

これらのプログラムが終了した 2007 年からは、同じ学術フロンティア部門

で、新プログラム「異文化研究としての日本学」が採択され、国際日本学の構

築に引き続き取り組んできた。また文部科学省による新たな「私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業」（2010 年度～ 2014 年度）にも、「国際日本学の方法

に基づく〈日本意識〉の再検討―〈日本意識〉の過去・現在・未来」が採択され、
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それらを中心に引き続き国際日本学確立のための研究活動を続けている。

そうしたなかで、本研究所が初めて提唱した「国際日本学」という学問分

野は国内外において一定の認知を得ることができたと考えられる。日本研究に

おいて古い歴史を誇る国際日本文化研究センターが中心になって設立された

「国際日本研究」コンソーシアムにも当初から参画し、様々な形での研究連携

によって新たな展開もみえてきた。経済学、政治学、社会学、人類学を主な

対象とする Social Science International Japanese Studies（SSIJS、国際日本学

における社会科学）の観点からの研究は、特殊日本的と思われがちな日本の

現象を普遍化する可能性があることから、対象を日本としながらも、他の国

や地域で同様の現象を発見する研究にも力を注いでいきたい。

2022 年度 HIJAS 主催の研究会・ワークショップ等を４回開催した。従来型

の研究会以外にも大学院との連携強化に向けた説明会など、研究所の外部に

開かれた企画を行うようつとめた。

１�　�法政大学大学院国際日本学インスティテュートとの連携強化に向けた
説明会�

　　開催日時：2022 年 4 月 16 日（土）

　　会場：法政大学大学院棟 講義室

　　テーマ： 国際日本学研究所の紹介

　　説明者： 髙田圭（法政大学国際日本学研究所専任所員）

　　授業担当者：椎名美智（法政大学文学部教授）

２　�ツベタナ・クリステワ氏受賞記念講演「女性たちの源氏物語―翻訳が
促す再（差異）解釈―」

　　開催日時：2022 年 9 月 28 日（水）18 時 30 分～ 20 時

　　会 場：法政大学市ヶ谷キャンパス 大内山校舎 5 階 Y504 教室（＊対面・

オンライン併用開催）

　　主催：法政大学国際日本学研究所

　　報 告者：ツベタナ・クリステワ（国際基督教大学名誉教授、法政大学

国際日本学研究所客員所員）
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　　司会：小口雅史（法政大学文学部教授・国際日本学研究所兼担所員）

３�　�第 5 回アルザス・新世代ワークショップ「日本のトランスナショナリ
ズムと帝国」

　　開催日時：

　　・2022 年 11 月 4 日（金）17 時から 23 時 40 分（＊日本時間 JST）

　　・2022 年 11 月 5 日（土）18 時から 23 時 00 分（＊日本時間 JST）

　　・2022 年 11 月 6 日（日）18 時から 23 時 30 分（＊日本時間 JST）

　　会場：アルザス欧州日本学研究所［フランス］（＊対面・オンライン併用）

　　主 催：法政大学国際日本学研究所（HIJAS），「国際日本研究」コンソー

シアム（CGJS），アルザス欧州日本学研究所（CEEJA）

　　コ メンテーター（アルファベット順）：安孫子信（法政大学［日本］），

黒田昭信（ストラスブール大学［フランス］），ジョゼフ・キブルツ

（CNRS-CRCAO［フランス］），レギーネ・マチアス（CEEJA［フラ

ンス］），髙橋希実（ストラスブール大学［フランス］），髙田圭（法政

大学［日本］），小口雅史（法政大学［日本］），エーリヒ・パウエル

（CEEJA［フランス］），鈴村裕輔（名城大学［日本］），坪井秀人（早

稲田大学［日本］）

　　プログラム：

　　（１）第一日　2022 年 11 月 4 日（金）　司会：髙田圭（前出）

　　　・基調講演１：酒井直樹（コーネル大学［米国］）

　　　　 “The End of Pax Americana: The Loss of Empire and Hikikomori 
Nationalism（Duke UP, 2022）”

　　　・ 基調講演２：ミカエル・リュケン（国立東洋言語文化大学［フランス］）

　　　　 “The Japanese and the War: Expectation, Perception, and the Shaping of 
Memory（Columbia UP, 2017）”

　　　・ 報告者（若手研究者・発表順）：Amin GHADIMI（大阪大学［日本］），

Tomoki SAKATA（バンベルク大学［ドイツ］）

　　（２）第二日　2022 年 11 月 5 日（土）　司会：レギーネ・マチアス（前出）

　　　・ 報告者（若手研究者・発表順）：Nikolaos MAVROPOULOS（ハ
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ンザ・ヴィッセンシャフトカレッジ高等研究院［ドイツ］），Paola 

MASCHIO（法政大学［日本］），Anna SHIMOMURA（大阪大学［日

本］），Jasmin Rückert（デュッセルドルフ大学［ドイツ］）

　　（３）第三日　2022 年 11 月 6 日（日）　司会：坪井秀人（前出）

　　　・ 報告者（若手研究者・発表順）：Kimihiko NAKAMURA（ハイデ

ルベルク大学［ドイツ］），Jana Isabel ARESIN（ニュルンベルク

大学［ドイツ］）

４　�新しい「国際日本学」を目指して（15）公開研究会「現代マンガ研究
と伝承文学研究―『鬼滅の刃』竈門禰豆子をめぐる神話的モティーフ―」

　　開催日時：2022 年 11 月 26 日（土）14 時から 15 時 30 分

　　会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　外濠校舎 4 階 S405 教室（＊対面開催）

　　主催：法政大学国際日本学研究所

　　報 告者：植朗子（神戸大学国際文化学研究推進インスティテュート協

力研究員）

　　コ メンテーター：鈴村裕輔（名城大学外国語学部准教授、法政大学国

際日本学研究所客員所員）

　　司会：横山泰子（法政大学理工学部教授・国際日本学研究所長）

Ⅲ　共催事業

2022 年度は HIJAS による共催事業が 4 件あった。

１　�研究会「異世界に魅せられる――江戸時代後期における海外の古物と
の邂逅」

　　開催日時：2022 年 6 月 14 日（火）18 時～ 19 時 30 分

　　会場：オンライン開催

　　主 催：2022-2024 年度科学研究費助成事業　基盤研究（C）採択「近世

後期の好古・考証研究の源流と展開に関する学際的国際共同研究」（代

表・中井真木）【研究課題番号：22K00863】
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　　共催：法政大学国際日本学研究所

　　報 告者：マルガリータ・ウィンケル（ライデン大学地域研究所講師、法

政大学国際日本学研究所客員学術研究員）

　　司会：小林ふみ子（法政大学文学部教授・国際日本学研究所兼担所員）

２　「エズラ・ヴォーゲル氏と考える日本研究の未来」
　　開催日時：2022 年 7 月 16 日（土）13 時 10 分～ 15 時 10 分

　　会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 外濠校舎 4 階 S405 教室（＊対面開催）

　　主催：国際交流基金・日本研究部

　　共催：法政大学国際日本学研究所・法政大学 ESOP プログラム

３　研究会「恋と情―堀景山と本居宣長を中心に―」
　　開催日時：2022 年 12 月 17 日（土）15 時～ 17 時 30 分

　　会 場：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー 19 階 D 会議室 

（＊対面・オンライン併用開催）

　　主催：勉強会「琥珀会」

　　共催：法政大学国際日本学研究所

　　報告者：小島康敬（国際基督教大学名誉教授）

　　司 会：大野ロベルト（法政大学国際文化学部准教授・国際日本学研究

所兼担所員）

４　アルザス欧州日本学研究所（CEEJA）国際学術シンポジウム
　　 ”Regional studies and Japan : attractiveness of Japanese local 

territories”（日本における地方の魅力）第１回

　　開催日時：2023 年 3 月 16 日（木）～ 3 月 18 日（土）

　　会 場：Palais de l’Europe ／アルザス欧州日本学研究所［フランス］ 

（＊対面と Zoom Webinars 利用による Hybrid-Flexible 形式開催）

　　主催：アルザス欧州日本学研究所（CEEJA）

　　共催：法政大学国際日本学研究所（HIJAS）

　　後援：東芝国際交流財団（TIFO）
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Ⅳ　その他

１　「第４回人間文化研究機構日本研究国際賞」受賞報告
　　 ヨーゼフ・クライナー客員所員が大学共同利用機関法人人間文化研究

機構主催の「第４回人間文化研究機構日本研究国際賞」を受賞した。


